
               

 

 

令和６年度自動運転実証運行について 

～実証運行の受託候補者が決定～ 
 
 

本市の課題である路線バス事業者等の乗務員不足への対策や、観光の二次交通としての移動

手段の確保、まちなかの賑わい創出等を図るため、昨年度に引き続き、自動運転の実証運行を

実施します。 

今回の実証運行については、和歌山バス株式会社とも連携し、前回の実証運行より更に運行

ルートを拡大した約５．３㎞の循環ルートを『自動運転レベル２』で運行するとともに、インフ

ラ連携や遠隔監視を実施するなど、将来の自動運転の社会実装を目指した実証を行う予定です。 

また、市民や観光客等に対する試乗やイベント等のＰＲを通じて、ニーズの把握や社会受容

性の醸成などを図っていきます。 
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ＮＴＴビジネスソリューションズ株式会社 

実証車両 

 

実証ルート ＪＲ和歌山駅から和歌山城を経由する、ＪＲ和歌山駅への循環ルート（左回り） 

インフラ連携等 信号連携、遠隔監視などを実施予定 

実証期間 令和７年１月２９日（水）～２月７日（金）の１０日間（予定） 

 

 

 

 

ＥＶ小型車両 

 

■ 実証運行ルート（約５．３kmの左回りの循環ルート） 

記 者 発 表 

令和６年９月３０日 

■ 自動運転実証運行の概要案 

・自動運転レベル２ 

 

 

・定員１２名 

 

 

・最大速度：１９km/h 

 

 

・車両：ＥＶＯ（エヴォ） 


